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４．普及啓発

＜検討課題＞

○ 利用者への情報提供、普及・啓発について

（対象となる団地：全て）

＜主な意見＞

○地域住民は地域に住みながら地域のことを知らないのが問題。学校でも教えている
が不十分な状況

○普及啓発は、説明会の開催やチラシの配布のみでは市民の意識は変わらない。住民
参加型の間伐体験、イベントの仕掛け、集落の人を対象としたツアーが有効。その際、
地域住民が森林管理署の人と話すことによって意識が高まるなどの副次的な効果もあ
る

○既存の普及啓発のイベントや取組も参考になるので、森林生態系の普及等に活かす
べき

＜対応方向＞

○森林生態系の概要および保全管理のためのルールを記した看板の設置、パンフレッ
ト等の作成

○関係機関と連携し地域住民等へ説明会やガイド育成のための講習会、住民参加型の
イベントなどを実施

＜これまでの主な取組（検討中も含む）＞

・標識類の設置、HPへの掲載【林野庁、環境省、県、市町村】

・説明会、勉強会の開催【環境省、県、市町村、民間団体】
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森林生態系保護地域のルール等を効果的に周知するための方針 

 

 「観光客」への周知 

 奄美群島から発信しているホームページは複数あり、様々な情報を得ることができる。

これらを取りまとめて、観光地へ入る前の事前学習ができ、また森林生態系保護地域

の利用ルール等も周知できるホームページを作成する。 

 観光バスでの移動中に観光客に向けてアナウンスをする 

 宿泊施設にパンフレットを置く。又は宿泊施設経営者からの口頭での注意喚起 

 観光業に係る業者やその他の官公庁が発行するパンフレットやホームページの中で

「森林生態系保護地域」について紹介してほしい情報等について事前に資料・デジタ

ル図面を準備し、保護林の情報が掲載されるように努める。 

 

森林生態系保護地域の表示板、ホームページ、パンフレットからの情報発信 

周知事項 ルール・条例・情報 

森林生態系保護地域に関連する主な地
域ルール 

・希少野生動植物保護条例（奄美大島５市町村） 

・希少野生動植物保護条例（徳之島３町） 

・山羊放し飼い防止条例（奄美大島５市町村） 

・飼い猫の適正飼養条例（奄美大島５市町村） 

市町村、観光協会からの情報 

（奄美大島観光物産協会公式サイト） 

（奄美大島観光協会） 

（奄美群島観光物産協会） 

（奄美まるごと情報局） 

・観光スポット、レジャー施設 

・宿泊 

・土産・特産品 

・食事 

・ガイド紹介 

・歴史、文化、島唄、方言 

・天気予報 

 

 「ガイド」への周知 

 高いガイド技術を身に付け、奄美や徳之島の生物多様性に関する豊富な情報と知識を
習得し、一定水準のガイド料と稼働日数が維持できるためには「ガイド認定制度の構
築」が必要となる 

 ガイドへのステップアップ研修の中で国有林と連携し、保全と利用の両立を目指した
利用の在り方についての啓発する 

 ガイドが参考にできる情報（他地域でのガイド講習、アドバイザーからの地域へのア
ドバイス、エコツーリズム学習の紹介）をホームページにて発信する 

 地元NPO法人と協同し、地域からエコツアーを生み出す 

 

ホームページ、パンフレットからの情報発信 

周知事項 ルール・条例・情報 

エコツーリズムに関連する主なルール 

（エコツーリズム推進協議会） 

（エコツアーガイド連絡協議会） 

・自主ルール 

 

ステップアップ研修・学習 ・プロのガイド養成（受講後はガイド指導する資格取
得） 

・自然を専門にする研究者との連携を図り、生物多様
性等に関する知識を習得する 

・アドバイザー派遣から、地域ガイドへのアドバイス
を得る 

地域からエコツアーを生み出す ・環境関係の活動を行っている、地元 NPO 法人と協
同し地域からエコツアーを生み出す活動をしていく
ことによって、観光客の入り込みを地域的・時間的に
分散化して環境へのインパクトを少なくしていく 
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パンフレット・ホームページによる普及啓発事例 

 東京都の観光パンフレットだけでなく東京都の自然遺産地域である、小笠原でのローカルル

ールをまとめた「小笠原ルールブック」も掲載している。このような観光客目線で作りこま

れたホームページにより、自然遺産地域に足を踏み入れる前から「自然公園、森林生態系保

護地域、希少野生動植物への自主ルール」を学習し、観光の未体験者にイメージできるよう

に客観的に伝えることがでている。 

 

 
小笠原ルールブック 
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 小笠原ルールブック（平成 22年度版） 

東京都では平成 15年以降に制定されたルールとガイドラインは 7つにも及んでい

る。ルールやガイドラインはその対象となる自然を専門にする研究者との連携を図り、

地元ガイドと観光団体との合意を得て制定された。これまで制定されたルールとガイ

ドラインは 10以上にも及ぶが、これらは「小笠原ルールブック」という小冊子にまと

められ、観光客に配布されている。このルールブックは利用者目線に立った優良事例

である。 

 

小笠原ルールブックに搭載されているルールとイメージ画像 

掲載されているルール ルール制定団体 

小笠原国立公園 

（自然公園法） 

環境省小笠原自然保護官事務所 

小笠原支庁土木課 

保護林制度 

（森林生態系保護地域） 

小笠原総合事務所国有林課 

小笠原諸島森林生態系保護センター 

種の保全法 

（国内希少野生動植物種） 

環境省小笠原自然保護官事務所 

文化財保護法 

（国指定天然記念物） 

文化庁 

南島・石門に関するルール 東京都小笠原支庁土木課 

小笠原カントリーコード 環境省小笠原自然保護官事務所 

ホエールウォッチング自主ルー

ル 

一般社団法人小笠原ホエールウォッチング協会 

ドルフィンウォッチング・スイ

ム 

小笠原村観光協会 

ウミガメ 小笠原村観光協会 

イシガキダイ・イシダイ 小笠原母島漁業協同組合 

オガサワラオオコウモリ 小笠原観光協会 

アカガシラカラスバト 小笠原総合事務所国有林課 

小笠原諸島森林生態系保全センター 

グリーンペペ（ヤコウタケ） 小笠原村観光協会 

母島石門の自主ルール 母島自然ガイド運営協議会 
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小笠原ルールブック表紙 目次 

  

小笠原国立公園のルール 森林生態系保護地域のルール 

  

種の保存法、文化財保護法 南島・石門に関するルール 
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 森林生態系保護地域の表示板からの「観光客、ガイド」への周知 

 森林生態系保護地域の関連する主な地域ルールを「表示板」にて周知する 

 保護地域入口又は林道沿いには、自治体や官公庁からの様々な情報発信として掲示板

が設置してあるが、情報を受け取る観光客が見やすい掲示方法として掲示板を集約す

ると景観的にも環境に適していると思われる情報発信方法となる。 

 森林生態系保護地との境界を周知するために、表示板設置箇所は「森林生態系保護地

域への入り口、登山道の入り口」に設置し、観光客にもわかりやすい地図を掲示する。 

 森林生態系保護地域内の「保存地区、保全利用地区」の境界を周知するために、団地

毎またはエコツアールート毎にパンフレットを作成する際に詳細な地図を表記する。 

 

表示内容（スローガン、標語） 表示板管理者 

いきもの横断注意 希少野生動植物種保護管理事務所 

鹿児島森林管理署 

奄美野鳥の会 

いつもでも残そう！奄美の豊な自然 鹿児島森林管理署 

奄美野鳥の会 

奄美の森林資源を育てる 岩崎産業株式会社 

観光地案内版 市町村、自治体 

 

表示板からの情報発信 

表示板の設置候補地 設置効果 

森林生態系保護地域への入り口 

登山道入り口 

【観光客への効果】 

・国有林へ入山する際に守るべきルールの紹介 

・登山ルート、エコツアールートの所要時間 

・踏圧による影響の周知 

・野生動物保護に関する紹介 

【ガイドへの効果】 

・既存のルールを守らないガイドへの違反防止対策 

交通機関ターミナル 【観光客への効果】 

・森林生態系保護地域の希少な動植物の紹介 

・入山に際しての既存のルール紹介をすることによ

り、希少種の盗掘防止や外来種の持ち込み対策 

 

  

小笠原カントリーコード 森林生態系保護地域内の希少種保護 
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奄美群島における掲示板の設置事例 

 自治体や官公庁からの様々な情報発信として掲示板 

 
 

奄美群島の保護林（鹿児島森林管理署） 指定希少動植物捕獲採取禁止（徳之島町役場） 

 

 

明眼の森自然公園（伊仙町役場） 明眼の森自然公園、捕獲採取禁止（伊仙町役場） 

 

 

いまでも残そう！奄美の豊かな自然 

（鹿児島森林管理署、奄美野鳥の会） 

いきもの横断注意（希少野生動植物種保護管理

事務所、鹿児島森林管理署、奄美野鳥の会） 
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観光案内版（市町村）  

 

利用者目線とは言い難い看板設置の事例 

 関係機関の連携がとられず乱立された看板 

  

乱立された掲示板 乱立された掲示板 

 


